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研究成果の概要（和文）：わが国の医療・福祉組織に即した知識創造経営モデルの開発に向け、国内外の知識創
造経営、クリティカルマネジメント研究、(応用)倫理等の研究者・実務家の国際共同研究組織を構成し、特に
「組織倫理」(善い組織的実践を示唆する明示・暗黙的規範)に着目して、関連研究の収集・分析と医療・福祉施
設の事例調査等を行った。わが国の医療・福祉組織の組織倫理の実態と課題、患者・利用者価値を向上させる実
践の創造を導く組織倫理とそれを発展させる「フロネティック・リーダーシップ」を理論的・実証的に明らかに
し、そうしたリーダーシップを発揮できる実務家を育成する、ワークショップ技法を用いた組織倫理教育プログ
ラムを試行した。

研究成果の概要（英文）：As a preliminary study to develop a model of knowledge-based management for 
health/social care organizations in Japan, this project conducted literature reviews and case 
studies of health/social care organizations in Japan focusing on the functions of "organizational 
ethics", which are organizational norms that suggest good organizational practices, by an 
inter-disciplinary research team of international academics and practitioners of knowledge-based 
management, critical management studies, (applied) ethics and so on. It investigated the realities 
and limitations of organizational ethics of Japanese health/social care organizations and the 
criteria of organizational ethics that create organizational practices with more value to patients 
and users, as well as the "phronetic leadership" that develops such creative organizational ethics. 
It also developed prototypes of educational workshops for health/social care practitioners to 
cultivate the phronetic leadership among them.

研究分野：経営学(経営組織論、知識創造経営、イノベーション経営)

キーワード： 医療・福祉組織　知識創造経営　組織倫理　クリティカルマネジメント研究　リーダーシップ　組織倫
理教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)欧米先進国では、医療・福祉組織の経営
について経営学の専門研究者による研究が
蓄積されている。わが国では保健医療・社会
福祉分野の実務家・研究者が、欧米の先行研
究を参照して独自に研究を進めてきており、
経営学の専門研究者による本格的研究は始
まったばかりである。本研究開始時点で、知
識(創造)経営(Nonaka, Toyama & Hirata, 
2008)の視点からの医療・福祉組織経営の研
究は、近畿クリニカルパス研究会(2003)、大
串(2007)等の概説的研究にとどまっており、
特に Nonakaらの「知識ベース経営」モデル
が、知識創造経営を牽引するリーダーシップ
として重視する「フロネティック・リーダー
シップ phronetic leadership」に関する研究
は皆無であった。 
 
(2)フロネティック・リーダーシップは、「最
善の目標を選択し、的確にそれを達成するた
めの手段を開発する能力」であり、①善悪の
判断基準をもつ能力、②他者と文脈を共有し
て場を醸成する能力、③個別の状況／物の本
質を洞察する能力、④言語／コンセプト／ナ
ラティブを用いて、特殊と普遍を相互変換す
る能力、⑤共通善に向って概念を実現する政
治的パワー、⑥他者のうちにフロネシスを育
成し、レジリエントな組織を構築する能力等
を含むとされる。 
 
(3)消費者が自由に選択できる財・サービス
を市場競争の中で提供する営利企業と異な
り、患者・利用者の生命と基本的人権、厚生
に直結する必要不可欠なサービスをほぼ独
占的に提供する医療・福祉組織では、フロネ
ティック・リーダーシップの最重要機能は、
患者・利用者にとっての新たな価値を生む組
織的実践(知識)の創造を導く、組織固有の「組
織倫理」を構築し発展させていくことにある
と考えられる。 
 
＜参照文献＞ 
①Nonaka, I., R. Toyama, and T. Hirata 
(2008). Managing Flow - A Process Theory 
of the Knowledge-Based Firm, Palgrave 
Macmillan 
③近畿クリニカルパス研究会(2003)『医療・
福祉のナレッジ・マネジメント』日総研出版 
④大串正樹(2007)『ナレッジマネジメント―
創造的な看護管理のための 12 章』医学書院 
 
２．研究の目的 
本研究は、わが国の医療・福祉組織の実態に
即した知識創造経営モデルの開発に向けて、
特にそこにおける「組織倫理」(明示・暗黙的
な倫理指針・綱領・行動規範)の機能に着目し
て、わが国の医療・福祉組織における「組織
倫理」の実態と課題、知識創造(患者・利用者
に新たな価値を生む組織的実践の創造)を導
く「組織倫理」と、それを構築・発展させる

フロネティック・リーダーシップのあり方を
理論的・実証的に明らかにすると共に、そう
したリーダーシップを発揮する医療・福祉実
務家を育成する、ワークショップ手法を用い
た組織倫理教育プログラムを開発すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)研究代表・分担者・国内外研究協力者と
して、知識創造経営、クリティカルマネジメ
ント研究、医療・福祉経営、(応用)倫理、医
療・看護・社会福祉の研究者・実務家による
学際的な国際共同研究組織を構成し、構成員
が参加する共同事例調査・研究会を定期的に
実施した。主に大阪地区の医療機関・社会福
祉施設による知識創造経営への取り組みと
倫理的課題への対応についてヒアリング調
査を行い、その結果を研究会で検討した。 
 
(2)国内外の経営学、倫理学、保健医療・介
護・社会福祉研究等の分野における医療・福
祉組織の経営とその倫理的課題に関する研
究文献・資料を収集・分析した。  
 
(3)海外で開催される経営学系国際学会で報
告を行い、海外研究者からのアドバイスと研
究文献・実践事例情報を収集した。学会渡航
時には、併せて海外研究協力者を含む海外の
専門研究機関・研究者へのヒアリング調査と
資料収集を行った。また、国内経営系学会と
国内の保健医療・倫理系学会で研究報告を行
い、国内研究者からのアドバイスと研究文
献・実践事例情報を収集した。 
 
(4)日本の医療・福祉組織においてフロネテ
ィック・リーダーシップを発揮できる医療・
福祉実務家を育成するための、ワークショッ
プ手法を活用した組織倫理教育プログラム
のプロトタイプを開発し、それを大阪市立大
学社会人プロジェクト研究「医療・福祉イノ
ベーション経営」を受講・卒業した大阪地区
の医療・福祉専門・管理職の協力を得て試行
して、その結果を分析・評価した。 
 
４．研究成果 
(1)共同事例調査・研究会 
中核的研究活動として、国内外研究協力者を
招聘して次の通り実施した。 
①平成 26 年７月 18-19 日に、海外研究協力
者マクシミリアン・ヴィルケスマン氏及びユ
ーイ・ヴィルケスマン氏(ともにドイツ・ド
ルトムント工科大教授)を招聘して、大阪市
内の大学病院の施設調査と研究会を開催し、
医療安全に関する病院職員の報告と招聘研
究者の研究報告を踏まえて討議を行った。 
②平成 27年 2月 17 日に、海外研究協力者ス
ーザン・モファット氏(英国ニュービックシ
アター)及びマーガレット・ライリー氏(英国
キンドルパートナーシップ)を招聘して、尼
崎市内の病院施設調査と研究会を開催し、招



聘研究者の医療・福祉実践開発の事例報告を
踏まえて討議を行った。平成 27 年 2月 21-22
日には、モファット氏とライリー氏の指導の
もとに、大阪市立大学と大阪市内のコミュニ
ティカフェで、地域住民と医療・福祉専門
職・管理職によるアートワークショップを実
施し、その参与観察を踏まえて討議を行った。 
③平成27年 10月 31日-11月 1日に海外研究
協力者ヒューゴ・レティーシュ氏(オラン
ダ・ユトレヒト人文学大学名誉教授)を招聘
して、大阪市内の社会福祉施設調査と研究会
を開催し、招聘研究者の研究報告を踏まえて
討議を行った。 
④平成 27 年 11 月 12 日に、海外研究協力者
マッツ・アルヴェッソン氏(スウェーデン・
ルンド大学教授)を招聘して、大阪市内の病
院施設調査と研究会を行い、招聘研究者の研
究報告を踏まえて討議を行った。11 月 14-15
日にも、アルヴェッソン氏及び他の海外研究
者の参加を得て国際研究集会を行った。 
⑤平成 27年 7月 19 日に大阪市立大学で、服
部俊子(研究分担者)が代表を務める科研費
研究課題「現場に根ざした医療組織倫理の構
築に向けた基礎的研究」研究組織メンバーを
招聘して第 1回合同研究会を開催し、本研究
メンバーによる研究報告と討議を行った。 
⑥平成 28年 5月１日に大阪市立大学で、「現
場に根ざした医療組織倫理の構築に向けた
基礎的研究」研究組織と 2回目の合同研究会
を行い、両研究組織が合同主催する日本医
療・病院管理学会学術総会シンポジウムの内
容を討議した。 
⑦平成 28 年 9 月 3 日に、海外研究協力者ポ
ール・アドラー氏(南カリフォルニア大学教
授)を招聘して、山中湖村で研究集会を開催
し、クリティカルマネジメント研究の視点か
らの医療・福祉組織研究について討議した。 
⑧平成 28 年 11 月 19 日に、海外研究協力者
デイブド・バリー氏(スウェーデン・ヨンシ
ョーピン国際ビジネススクール教授)を招聘
して、大阪府下の精神科病院の施設調査と研
究会を開催し、招聘研究者の研究報告を踏ま
えて討議を行った。 
 
(2)医療・福祉組織の「組織倫理」 
①上記の共同事例調査・研究会と文献・資料
分析によれば、医療・福祉組織の「組織倫理」
とは、診療・看護・介護・相談・支援など医
療・福祉組織が提供するサービスとそれに関
わる業務全般のあり方を規定する、専門職倫
理、医療・看護・ケア・生命倫理、科学技術
研究倫理、社会福祉倫理、経営・企業倫理等
に関する組織固有の明示的・暗黙的な倫理指
針・綱領・行動規範であり、個別の医療・福
祉組織が自らのサービス・業務内容とそれを
利用する多様な患者・利用者に応じて、医
療・福祉専門職と経営・管理者のリーダーシ
ップによって歴史的に構築・発達させていく
ものと捉えることができる。 
②具体例として医療組織の組織倫理に関す

る問題と対応を分析すると、A.医学・医療技
術の研究と応用に係る倫理的問題・対応、B.
医学・医療技術専門職の業務遂行に係る倫理
的問題・対応、C.専門職組織一般に係る倫理
的問題・対応、D.公益非営利組織一般の経営
に係る倫理的問題・対応に分類できる。 
③このうち Aは、近代西欧科学技術の一つで
ある医学・医療技術の研究と応用に係る「科
学技術(研究)倫理」（いわゆる「生命医学倫
理 biomedical ethics 」 (Beauchamp and 
Childress, 2001))の研究と教育において、
また Bは、独占・特権的労働者である医学・
医療技術専門職が、その業務・名称独占権と
自律的業務遂行権を濫用し 、患者に不利益
をもたらすことを防止するための「専門職倫
理 professional ethics」の研究と教育にお
いて、それぞれ多く取り上げられてきた。 
④一方 Cは、独占・特権的な医学・医療技術
専門職を雇用する近代公式組織に固有の特
性に起因する患者の不利益 に係る諸問題・
対応であり、従来の日本の医療界では倫理的
問題・対応ではなく、医療の質や患者満足・
サービスに係る諸問題・対応として取り上げ
られる傾向があった。また Dは、政府による
規制と保護・補助を受けている資本主義経済
組織に固有の特性に起因する多様なステー
クホルダーの不利益 に係る諸問題・対応で
あるが、従来の日本の医療界では、国民負担
軽減のための医療費抑制という論点以外は、
倫理的観点を含め問題化が遅れている。 
⑤さらに、現実の医療組織は高度な「複雑系
complex system」(Letiche, 2008)であるた
め、例えば「官僚制の逆機能」に起因する現
実の多くの倫理的諸問題・対応は Cと Dに明
確に分類できない。このことから示唆される
ように、医療組織の組織的実践における現実
の多くの倫理的諸問題・対応は、上記の複数
類型にまたがる多様な諸問題・対応の複合
(対立・相互抑制および相互依存・強化)によ
って「創発」する、高度に複雑な組織的実践
として捉えていく必要がある。 
 
(3)国内外学会報告と海外調査 
①平成 26-29 年度に欧州経営学会、欧州組織
学会、経営・組織アート学会、クリティカル
マネジメント研究学会、組織シンボリズム学
会、仕事と学習研究国際学会等の国際学会と、
日本経営学会、日本科学史学会、日本情報経
営学会、経営情報学会、日本生命倫理学会、
日本社会医学会、応用哲学学会等の国内学会
で研究報告を行った。 
②特筆すべき成果として、平成 28 年 9 月 18
日に、本研究組織と科研費研究課題「現場に
根ざした医療組織倫理の構築に向けた基礎
的研究」研究組織(代表：服部俊子・研究分
担者)が合同で、第 54 回日本医療・病院管理
学会学術総会において、「倫理的にマインド
フルな病院づくり：病院倫理制度の創造的破
壊に向けた倫理学と経営学からの問題提起」
と題するシンポジウムを開催した。シンポジ



ウムには日本生命倫理学会の協賛、経営哲学
学会および日本情報経営学会「医療・介護・
福祉サービス創造のための地域医療連携情
報基盤に関する研究」研究プロジェクトの後
援を得た。両研究組織メンバーと外部研究
者・医師 2名によるパネル討議の後、海外研
究協力者アンネ・パッシラ氏(フィンラン
ド・ラッペンラーンタ工科大上級研究員)と
研究代表者が、医療・福祉組織における倫理
的リーダーシップ開発のための、演劇技法を
用いたワークショップを行った。 
③平成 29 年度は研究期間を延長し、海外研
究協力者の都合により平成 28 年度に実施で
きなかった国際学会報告・共同研究・海外調
査を実施した。まず、平成 29 年 4月 20 日か
ら 5 月 20 日まで海外研究協力者スティーブ
ン・テイラー氏(米国・ウースター工科大教
授)を訪問し、アート技法を用いた組織・リ
ーダーシップ開発に関する共同研究を行っ
た。その成果の一部を平成 29 年 7 月に欧州
組織学会で報告したところ、デンマーク、フ
ィンランド、英国の研究者から要請があり共
同研究を行った。その成果は平成 30 年の経
営・組織アート学会で報告予定である。次に、
平成 29 年 9 月 11-17 日に海外研究協力者ク
ラウス・ペーター・シュルツ氏(フランス・
ICN ビジネススクール教授)を訪問し、ICN ビ
ジネススクールで開催された第2回組織の創
造性と持続可能性に関する国際学会で共同
報告を行うと共に、フランスの社会福祉組織
経営と組織倫理に関する共同調査を行った。
さらに、平成 29 年 9 月 18 日から 26 日まで
海外研究協力者ユーリア・エンゲストローム
氏(フィンランド・ヘルシンキ大学活動発達
学習研究センター長・教授)を訪問して、ア
ートを用いた組織倫理・リーダーシップ教育
に関する意見交換と情報収集を行った。 
 
(4)アートワークショップ手法を用いた組織
倫理教育プログラムの開発と試行 
以上の研究成果に基づいて、アートワークシ
ョップ手法を用いた組織倫理教育プログラ
ムのプロトタイプを開発し、大阪市立大学大
学院経営学研究科社会人プロジェクト研究
を受講する医療・福祉組織専門・管理職約 30
名の協力を得て、下記の通り試行した。 
①平成 27 年 2 月 21-22 日に、スーザン・モ
ファット氏とマーガレット・ライリー氏の指
導のもと、大阪市立大学と大阪市内のコミュ
ニティカフェに地域住民を招いて、演劇技法
と詩作を用いたワークショップを試行した。 
②平成28年2月27-28日及び3月5-6日に、
スティーブン・テイラー氏とスーザン・モフ
ァット氏の指導のもと、大阪市立大学と大阪
市内のコミュニティカフェで、演劇技法と詩
作を用いたワークショップを試行した。 
③平成 28年 9月 19 日に、アンネ・パッシラ
氏の指導のもと、大阪市立大学で、演劇技法
を用いたワークショップを試行した。 
④平成 28 年 11 月 20 日に、デイブド・バリ

ー氏の指導のもと、大阪市立大学で、映像制
作技法を用いたワークショップを試行した。 
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